
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
4月10日 ■ zoom で高校生との意見交換会を開催！ 

  「大船渡学」で若者の政治参加について研究。政治は大
人の偉い人が難しい話をしているイメージ、情報が多くて分
かりにくく感じるが、調べてみるとそれほど難しくはない。
政治は、生活の全てに関わっていることだとわかった。 

分かりやすい政治・施策の発信が必要！ 

  福祉など、市には色々なサービスがあるのに、分からな
いので、ありがたみも感じない。市町村の良いところ、仕組
みを若い人は分かっていない。それらを知れば、若者が地元
に帰ってくるきっかけにもなると思う！ 

  若者の投票率をあげるために、マイナンバーカードを紐
付けして、電子投票の促進を！ 

  デジタル化が進まないと地方と都市部の格差は広がるば
かり。デジタルに精通する、若い政治家も必要！ 

などなど、興味深い視点、思わず背筋が伸びるご意見、もりだ
くさんの 2 時間でした。大船渡の未来は明るいぞ！ 

4 月 6 日■宮ノ前公園にて、グラ
ンドゴルフの仲間に入れていた
だきました。普段からみなさんで
公園整備を担われているので、 
いつも立派な公園です！ 

  

 5 月 15 日■有志のみな 
さんと「ジェンダー平等
を考える講演会」開催！ 

日本の第一線で活躍され
ている先生たちの講演。
多様な考え方をもち、男
女の役割の固定的概念を
とり払っていくことで、
社会生活が豊かになって
いく。結果、人口減少社
会の担い手不足解消につ
ながる。男性も女性も住
みやすい大船渡にしてい
くべく、声をあげていき
たいと思います。 

4 月 19 日■盛川漁協さんが猪川
町内で営む養殖施設へ。今季は 
魚市場に７トンを出荷。秋サケ不
漁の昨今、今後に期待です。 

5 月 5 日■大船渡の子ども食堂、
今回はお弁当・お菓子など配布。 
地域のみなさんの協力があって 
開催できています。 

 
 

 

5 月 28 日■お声がけいただき、
手植えで田植え。小学校以来の 
体験。お昼時間には食料自給率と
遊休農地についての話題に。 

6 月 4 日■岩手県沿岸漁船漁業 
組合主催の水産資源管理に関する
研修会。科学的根拠に基づく日本
の国としての漁獲高設定が必要。 
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いつもお世話になっております。市議会議員の任期は４年ですが、あっという間に折り返しの 3年目に 

突入しました。後期になり所属する委員会が変わりました。常任委員会は企画政策部、 

総務部、協働まちづくり部など他の常任委員会に属さない事項を所管する「総務常任 

委員会」委員に、議会の運営を掌る「議会運営委員会」では副委員長の職をお預かり 

することになりました。これからも、みんなが安心して暮らせる大船渡を目指してい 

きたいと思っております。尚一層のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 

三陸町吉浜にて 

4月 

編集・発行責任者：佐藤ゆうこ後援会  

5月 

「うみねこ子ども食堂」 

6月 
佐藤ゆうこ後援会  「ひら・椿の会」 

「トラウトサーモン」 
養殖施設 

テーマ 『日本の漁業は 
こうすれば復活できる』 

テーマ 『男性も女性も 
私らしく生きる社会を目指して』 

後援会組織のひとつ、平町内会中心の女性の会「ひら・椿の会」 
5 月 22 日には午前と午後に分けて「お茶っこ会」を開催。地域課
題、ごみ収集についてのご意見などお聞かせいただきました。 
6 月 19 日には「椿ゆべしづくり体験」第 1 弾を開催しました。 

オンラインおしゃべり会 
《ゆうこの部屋》 with高校生 



令和４年第２回定例会 一般質問 

１．防災学習ネットワークの現状と 

関係人口増大への取り組みについて 
 

 

 

答弁 防災と観光をつなぐ役割なので、防災学習ネットワー

クの“ゲートウェイ（＝玄関口）”となっている大船渡市 

防災観光交流センターの指定管理者に、コーディネート 

業務の移行を検討している。 

優子 コーディネーターとは「受付」業務だけでは 

ない。国の制度などを活用し、防災と観光をしっかり 

と融合させ考えられる人材配置が必要と意見。 

 

 

 

 

 

市長 復興の総まとめの取組事項を考えたとき、その一つが

「防潮堤の活用」。以前より、県に相談をしている。防潮堤の

あの景観ではちょっと寂しいと感じる。今後数十年にわたって

いくものなので、何とかしなくてはならぬという思いは、私は

強いものを持っている。機会を捉えて関係者の皆様と、それを

実現するための様々な活動に取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

答弁 以前から、夜間避難について、まちづくり会社や各道路

管理者等で、街灯設置の要否を含めて検討を行ってきた。引き

続き、維持管理などを含め、関係機関との協議を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．一般県道丸森権現堂線 「下船渡工区」 の現況 

 

 

 

 

 

答弁 復興関連予算が使える期間内に、関係地権者との合意

形成に至らなかった。当時の交渉から時間も経過しているの

で、今後、周辺の方々・地権者・地域代表の方々に県と市も

入って、これからの進め方の協議の場を設けることになった。

今後の地権者交渉においては、市として、強く関わりを持っ

ていきたいと思っている。 

 

 

 

 

答弁 今後も地域等からの要望を踏まえ、市の計画との整合

を図りながら、必要性、重要性、緊急性、投資効果、地元の

協力体制等を勘案し、安全で安心な道路整備をしていく。  

 

 

 

   

6月 2日：宮ノ前・下船渡の公民館長さん、県の担当者さんと現地確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優子： 令和４年度、区間未着手の下船渡地区内ＢＲＴ踏切
から南側の工事への予算措置がされていない。県は「予算
はついていないが、計画はある」ということであり、ある

程度の合意の取りまとめが求められているようだ。事業実
施のボールは市側に投げられていると感じるが？ 

● 防災ネットワーク構想 ：東日本大震災発災から得

られた経験や教訓などを次世代へ引き継ぐため、おおふ

なぽーとをゲートウェイ＝玄関口に、赤崎・漁村センタ

ーの「防災学習館」や博物館、魚市場など市内各地の津

波伝承・学習施設や、地域で行われている取組等を有機

的に連携させながら、より深く防災や震災ついて学び、

災害に強い多重防災型まちづくりを目指すものです。 

●大船渡市の観光入込数 : 

 平成30年 令和元年度 令和2年 
R2年度と 

元年度の比較 

宮古市 1,424,905 1,894,785 1,097,731 -42% 

大船渡市 677,456 770,250 424,450 -45% 

陸前高田市 488,434 871,281 813,899 -7% 

釜石市 290,382 607,975 388,791 -36% 

住田町 85,350 87,337 58,753 -33% 

コロナ禍である令和 2 年度と元年度の比較。大船渡市は、他自治他に

比べ、観光客の減少割合が高い傾向にありました。更なる観光コンテ

ンツの充実が必要と感じることから、官民一体となった防災観光の確

立を早急に取り組むべきと考えます。 

優子： 大船渡魚市場以南の県道に接続される市道、道幅が

狭い、水が湧いている箇所がある。安心して使用できる市

道整備が必要と思うが？ 

 

← ← 質疑答弁の全文は佐藤優子HPをご覧ください! QRコード読み取り 

市政への疑問・質問、地域でのお困りごとなど、お気軽にお聞かせください！ 

住 所：〒022-0002 大船渡市大船渡町字下平 14-1 

電 話： 090-7283-0348 FAX：0192-22-7726 

E-mail： yuko.ofunato@gmail.com 
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「防潮堤を活用し

たい！」と願う皆

さんが取組をはじ

めています。その

ためには、管理者

である県の許可が

必要。市が民間と 

一体となって 

取組む仕組み 

づくりが 

必要と感じ 

ています。 

左）3 月：インターンシップの学生さんによる、
防潮堤に絵を飾った『防潮堤アート』 
右）5 月：防潮堤をアートタイルで彩り、三陸
を縦に繋げていく『三陸ブルーライン 1000 年
プロジェクト』がワークショップを開催 

地域の声から ①大船渡町宮の前地内 

県道丸森権現堂線と市道への接続口が狭すぎる と 

いうお声を沢山頂戴し、間口を広げてもらいました。 

 

 

②日頃市町関谷・五葉橋 昨年より、関谷のみなさんから、
橋のらんかんが腐り、穴も開きはじめて危険！というお声をいただ

き、地元の先輩議員と共に 

要望していたところ、６月 

議会で予算措置されました。 

工事は秋頃からはじまり、 

らんかんの架け替え工事 

など、行われる予定です。 

 

 

優子：人や地域を守る防潮堤にアートを施し、

街にいろどりを添え、津波伝承の一助にしてい

きたいという市民の動きがある。海沿いの景観

向上と、関係人口増大に非常に効果的な取組。

市と県の理解と協力は必要不可欠と感じる

が？ 

 
ゆうこの 
用語辞典 

議会 

優子： 津波伝承・防災学習は当市の観光コンテンツとなり

うる。防災と観光をトータル的に考えられる、コーディネー

ターが重要と考えるが？ 

優子：大船渡駅前周辺に、防犯灯の設置がされて

いない。当市の中心市街地であり、避難する場合

においても、街の灯りは必須であると考えるが？ 

防潮堤
の活用
について 

防犯灯
の設置
について 


